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別紙 

（会議の経過） 

発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

４ 出席者紹介 

 

５ 議事 

※深谷市総合教育会議運営要綱第４条第１項の規定により、市長を議

長として議事を進行 

 

≪協議事項≫ 

（１）深谷市公民館の利用拡大に向けた取組について 

 

（事務局から説明） 

 

 事務局からの説明について、ご意見、ご質問などがあればお願いし

ます。 

 

 深谷市の公民館は会議室や体育室が整備されており、県内でもこれ

ほど公民館施設が充実しているところはない。また、学校、地域、公

民館の連携が図られており、学校教育に対して様々な支援が行われて

いると感じる。 

 公民館の貸出基準の見直しについては、企業等の利用が可能になる

ことで、専門的な講座が安価で近くの公民館で受けられるようにな

り、市民にとっては良いことだと思う。 

 

 八基地区や豊里地区は子どもが塾に通うのにも、市街地への送迎が

必要となる。例えば、公民館に塾のような学びの場を設けることにつ

いて、基準上問題はないか。 

 

 今回基準を見直すことで、夜間などに公民館の空いている会議室を

利用し、企業等と協働で学びの場を設けることが可能となる。ただ

し、地元で塾を経営している方もいるので、調整を図っていく必要が

ある。 

 

 花園公民館や岡部公民館を利用したことがあるが、とてもきれいな

施設だと感じた。ぜひ多くの方に使ってもらいたい。 

 １つのアイデアとして、２時間程度子どもを預けられる保育所を公

民館に設置することはできないか。保育士を常時配置するのは難しい
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と思うが、需要はあると思う。 

 

 公民館に保育所を常設することは、国の安全基準等を満たす必要が

あり難しい。子どもの一時預かりについては、現在、市内の保育園や

保育所の多くで実施しているところである。公民館での子どもの一時

預かりについては、今後需要などを調査し、検討していきたい。 

 

 市民が気軽に集まり、交流できる公民館になればよい。公民館に愛

称を付ければ、より親しみやすくなるのではないか。 

 

 愛称については、キララ上柴のほか、現在建設を計画している川本

複合施設においても検討している。その他の公民館についても、今後

検討していきたい。 

 

 市民から公民館は敷居が高いとの声を聞くこともある。 

 

 岡部公民館では、Wi-Fi を設置したことにより、フリースペースで

学習する人が増えた。今回貸出基準を見直し、企業等と協働で高齢者

が集まれる事業を行うなど、市民が気軽に立ち寄れる公民館を目指し

ていきたい。 

 

 公民館は住民自治の拠点であり、住民が気軽に立ち寄れることが重

要である。今回の貸出基準の見直しで、公民館のイメージを変える運

営をできればと考えている。 

 住民が学べる場として、これまでと同様に社会教育団体等の利用を

優先した上で、貸館の範囲を拡大することで、企業等と協働で事業を

実施し、新たなコミュニティ活動が可能となる。 

 

 公民館の新たな運営に関する基本方針として、次の３点を考えてい

る。 

 １点目は、「社会教育団体等を優先とした公民館の運営」である。

これは、公民館は社会教育法に基づく社会教育施設であることから、

引き続き、社会教育団体や地域の団体等、市民の利用を優先とし、館

の運営を行うものである。 

 ２点目は、「営利団体等に対する貸館の開始」である。これは、市

民の生涯学習機会の拡大を目的として、営利団体や個人事業主等が行

う生涯学習活動等に対する利用を認め、その他社内会議や打ち合わせ

等で館を利用できるものとするものである。ただし、物販や商品の展

示などの直接的な営利活動については、原則除くものとする。 

 ３点目は、「企業等と協働で行う公民館事業の実施」である。これ

は、市民の生涯学習機会の拡大、地域の活性化を目的として、カルチ

ャースクールや地元企業等との協働による公民館事業を実施するもの

である。 
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

教育長 

 

 社会貢献をしたいという企業は多い。社会貢献の場として公民館を

使ってもらえればよい。 

 

 図書館の自習室のように、公民館にも中高生が勉強できる場がある

とよい。 

 

 岡部公民館では学習室を設置しており、稼働率が高い状況である。

また、川本複合施設でも学習室の設置を予定している。今後、他の公

民館においても、空いている会議室を利用し、学習の場を設けられれ

ばと考えている。 

 

 夏休みは子どもたちに公民館を開放しているのか。 

 

 「夏塾～ル」として、全公民館で３日間程度、子どもたちに学習す

る部屋を提供している。深谷公民館と川本公民館においては、深谷高

校の生徒がボランティアとして子どもたちに勉強を教えてくれてい

る。 

 

 本日、委員の皆様にご協議いただいた新たな運営に関する基本方針

に基づき、市としても、公民館を有効活用してまいりたい。 

 

 

 

（２）畠山重忠公顕彰の推進について 

 

（事務局から説明） 

 

 事務局からの説明について、ご意見、ご質問などがあればお願いし

ます。 

 

 重忠公について、全校朝会などの短い時間でも学べるコンパクトな

冊子があれば学校も協力しやすい。 

 重忠公の周知については、大河ドラマ出演者によるイベントの開催

などのプロモーションが有効だと思う。 

 重忠公のキャラクターデザインの募集については、中学校や高校の

美術部に声をかければ、応募があると思う。 

 

 学校との連携については、現在実施しているどっき土器教室のよう

な出前講座ができればと考えている。今後、学校と調整していきた

い。 

 

 ５年程前に重忠公についての講演会を行った際、３００人程の参加
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

があった。重忠公には根強いファンがいる。 

 学校教育においては、重忠公の拠点があった嵐山町や友好都市であ

る田野畑村と連携し、重忠公についてのオンライン交流を行っている

ところである。 

 また、重忠公が登場する郷土のかるたを学習に使用するなどの取組

を行っている。今後、こういった取組をどのように市全体に広げてい

けるかが課題となる。 

 

 現在、「青天を衝け」から「鎌倉殿の１３人」へのリレーイベント

を計画している。大河ドラマの盛り上がりを栄一翁から重忠公へしっ

かりとつなげていきたい。 

 

 重忠公に関しては、まだ知名度が低いように感じる。知名度を上げ

るため、重忠公を主人公とした小説やマンガを募集してみたらどう

か。 

 

 マンガはわかりやすく、身近に感じてもらいやすい。重忠公と合わ

せて、市内の他の武将、岡部六弥太忠澄や榛沢六郎成清などを顕彰し

ていければよい。 

 

 マンガについては、現在小中学校に配布している教材の中でも取り

扱っている。他の武将の顕彰については、重忠公と合わせ、のぼり旗

を作成するなど、一体的に行う予定である。 

 

 顕彰にあたっては、地元の方々と一緒に進めることで、さらなる広

がりが期待できる。 

 

 展示の解説に協力いただくなど、畠山重忠公顕彰会と連携し、事業

を進めていきたい。 

 

 栄一翁のマンガを読み、勉強になったという声を聞く。重忠公につ

いても、わかりやすく工夫して進めていただければと思う。 

 

 本日、委員の皆様にご協議いただいた内容を踏まえ、この取組を実

り多きものにしてまいりたい。 

 

 

 

≪報告事項≫ 

（１）渋沢 spirit in ふかや ＧＩＧＡスクールの取組状況について 

 

（事務局から説明） 
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発 言 者 議題・発言内容（要旨）・決定事項 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 事務局からの説明について、ご意見、ご質問などがあればお願いし

ます。 

 

 コロナ禍において、人との接触が制限される中、iPad を活用し、夏

休み中に先生と子どもたちがつながる取組は素晴らしいと思った。 

 iPad を児童生徒に１台ずつ配布していることで、様々な新しい取組

が可能となっている。 

 

 深谷市は県内でもＩＣＴ環境の整備が進んでいる。今後について

も、ＩＣＴを活用した教育を推進していただきたい。 

 

 

 

６ 閉会 

以上 

 


